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序 文

有明町には，原因古墳，伊崎田，とっこ丘古墳，山重，平野古墳等いくつかの古墳群があり，

また，町内いたるところで縄文・弥生時代の遺物も発見されており埋蔵文化財包蔵地の豊富な

所であります。

本町では，文化財保存の重要性に鑑み，遺跡の調査保存整備や民俗文化財の調査資料収集並

びに埋蔵文化財の調査等も行っています。

ところで，現在，農業振興に伴い，特殊農地保全整備事業による土地開発事業が実施されて

いますがこの地域は，札元遺跡といい埋蔵文化財遺跡包蔵地であります。

そこで，遺跡保存のため県教育庁文化課から調査員を派遣して発掘調査を直接担当していた

だきました。ここに記録保存としてこのほど報告書をまとめました。

調査を終えるにあたり，確認調査から報告書の刊行にいたるまで御指導，御協力いただいた

県教育庁文化課の先生方ならびに関係者の皆様方に深く感謝申しあげます。

昭和 60年 3月

有明町教育委員会

教育長森園盛義



例面

1.本報告書は，有明町教育委員会が文化庁及鹿児島県の補助

を得て，昭和59年度に実施した中野地区の発掘調査報告書で

ある。

2.執筆分担は次の通りである。

第 1章・第 3章・第 4章・第 5章…・・…........・H ・牛ノ浜

第2章 ......…・・・………・…・….......……....…中 村

第 3章・第 4章・第 5章・・-…・・…・・・…...・H ・-弥 栄

3.本書に用いたレベル数値は海抜絶対高である。

4.遺物番号は，札元遺跡・山原遺跡で通し番号を付し，遺物

番号と本文中の番号・図版番号は同一である。
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第 1章 調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

県営特殊農地保全事業(中野地区)に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて，鹿児島県大隅耕

地事務所，有明町耕地課，有明町教育委員会，鹿児島県文化課と協議した結果，周知の遺跡，

札元遺跡，山原遺跡が含まれることから確認調査を実施することになり，昭和59年度国・県の

補助事業として，有明町教育委員会が主体となり発掘調査を実施した。

調査期聞は，昭和59年 8月20日より 9月5日まで行い，その後の遺物の整理作業と報告書の

作成は，県文化課に依頼した。

第 2節調査の組織

調査主体者 有明町教育委員会

調査責任者 。教育長 森園盛義

。社会教育課長 上野淳

ク 。 係長 持冨秀明

イシ ィシ 主事 福留俊

調査担当 鹿児島県教育委員会

文化課 主事 牛ノ浜 修

。 イ少 弥栄久志

ク 。 中村 耕 治

ク 。 井上秀文

指導助言者 鹿児島県考古学会長 河口貞徳

なお調査企画において，鹿児島県教育委員会文化課長桑原ー慶，同課長補佐坂口肇，主

幹 中村文夫，主任文化財研究員 諏訪昭千代・向山勝貞等の他，管理係の指導・助言を得た。

第 3節調査の経過

発掘調査は，昭和59年 8月20日から同年9月 5日まで・行ったが，経過は日誌抄により以下略

述する。

8月21日(火) 雨の為，作業中止。有明町教育委員会にて打合せ

8月22日(水) 発掘調査開始。説明後基準杭打ち。札元遺跡の範囲確認の為の表面採集。遺

跡全体と区劃すれど調査がむずかしく，畑地に沿ってトレンチ設定。第 1・

2・3トレンチ設定後掘り下げ。

8月23日(木) 第 1トレンチ困層(暗黄褐色土)で縄文晩期の土器出土。
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8月24日(金) 第4・5・6卜レンチ設定後掘り下げ。

8月27日(月) 第7トレンチ設定後掘り下げ。

8月28日(火) 札元遺跡第 2トレンチ断面図作成。山原遺跡の範囲確認の為の表面採集。工

事区域内に縄文晩期の遺物集中個所有り。大隅耕地事務所・有明町教育委員

会・文化課と協議の結果，山原遺跡の確認調査を行う。

8月29日(水) 山原遺跡第 1トレンチ設定後掘り下げ。

札元遺跡第 1トレンチ平板実測。第 6トレンチ土層図実測。第 1-7トレン

チ配置平板実測。

8月30日(木) 山原遺跡第 2 ・3トレンチ設定後掘り下げ。

札元遺跡第 8 ・9トレンチ設定後掘り下げ。

8月31日(金) 山原遺跡第 2・3トレンチ平板実測。第 1トレンチ拡張。第4トレンチ設定

9月3日(月)

9月4日(火)

9月5日(水)

後掘り下げ。

山原遺跡第 1・2トレンチ平板実測。

山原遺跡第 4トレンチ平板実測。全体図平板実測。

山原遺跡第 2トレンチ平板実測。

札元遺跡第 8・9トレンチ平板実測。

埋め戻し終了。発掘用具・遺物収蔵庫へ，発掘調査終了。

町社会教育課終了あいさつ。

重富収蔵庫にて報告書作成
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第 2章 遺跡の位置及び環境

有明町は曽於郡の南部に位置し，北東部で松山町，北西部で大隅町，東部で志布志町，西部

で大崎町と隣接し，東南部では約1.7kmが志布志湾に面している O 地形は北東部に日南層群か

らなる山地があるが，その他はほとんどがシラス台地である。台地は菱田J11，田原川などの大

小河川により開析され，それらの河川に浸食されて出来た河岸段丘や，沖積平野に水田が形成

されている。又，野井倉と蓬原の水田は明治一昭和にかけて開国されたもので野井倉開田とし

て有名である。

町内の遺跡は昭和49年， 53年， 55年， 58年に大隅地区埋蔵文化財分布調査の一環として，鹿

児島県教育庁文化課により分布調査が実施され，各時代の遺跡が町内全域にわたって確認され

ている。昭和58年度の大隅地区埋蔵文化財分布調査概報によると，縄文時代45ケ所，弥生時代

41ケ所，歴史時代14ケ所が報告されているが，各時代が重複している遺跡もあり，遺跡の数と

しては93ケ所があげられる。

札元遺跡，山原遺跡は昭和58年度の調査により確認された遺跡であるが，遺跡の存在する大

字伊崎団地区は小河川が台地をえぐるように入り込んでおり，縄文時代を中心に数多くの遺跡

が存在する所である。

周辺遺跡

周辺の遺跡は別表の通りであるが，室田郎遺跡 (30) は昭和53年に文化課により確認調査が

行われており，縄文時代晩期の遺物が出土している。山ノ口遺跡 (29) は広範囲にわたる遺跡

で，しかも縄文時代早期，前期，中期，後期，弥生時代等の土器が見られ，長期間にわたり生

活がなされたものと思われる。しかしながら現在ではほとんど壊滅状態である。松ケ尾遺跡

( 5 )，黒葛A遺跡(6 )，黒葛B遺跡(7 )，大迫遺跡(9 )，社ケ段A遺跡 (11)，上ノ原A

遺跡 (24)，仮屋A遺跡 (36)，仮屋頭遺跡 (35)などは昭和58年度の調査により確認された遺

跡である。松ケ尾遺跡では縄文時代早期の前平式土器(角筒土器)や縄文時代晩期の黒色研磨

C 

土器が採集されている。上ノ原A遺跡では14一団紀の竜泉窯系の青磁i 蒲田遺跡 (23)で C 
は縄文時代早期の石坂式土器，前平式土器，仮屋A遺跡では縄文時代早期の前平式土器，縄文

時代後期の土器，仮屋B遺跡 (39)では縄文時代前期の平梼式土器，縄文時代晩期の組織痕(滞

目)土器，弥生時代前期の土器がそれぞれ採集されている。又仮屋頭遺跡では鉄津が多量に採

集され，製鉄跡が相定されるものである。土橋遺跡 (32)においては弥生時代の青銅製の銅鉾

が出土しており，鹿児島県においては唯一の青銅器文化の遺物である。

古墳時代においては，高塚墳や地下式横穴の存在が古くより知られている。馬場地下式横穴

は第 2次世界大戦以前に初めて発見され，その後4基が確認されているもので，人骨や鉄器が

出土している。大隅半島の地下式横穴においてはここのものが東限と忠われる。このような地

下式横穴は原田大塚古墳群の中においても昭和55年に発見され，文化課により調査が行われた。
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この原田地下式横穴は玄室が長方形のプランで，切妻の家形を呈している。玄室内には軽石製

組合せ石棺が置かれていた。人骨は頭を原田大塚古墳の方に向けて埋葬されてあり，大塚古墳

と密接な関係にあったものι思われる。文，人骨は長崎大学の解剖学教室の調査により，女性

の成人骨であることが判明しており，被葬者はシャーマン(亙女)的な人物であったのではな

かろうかと想定され，今後に問題を残すものである。副葬品は少なく，鉄製の万子が，玄室内

に一本あっただけである。

第 1表周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 所在地 時 代 出土遺物 概報番号

1 山 原 伊崎田山原 縄文(晩) 46 

2 本L 7G ク 札 元 縄文(後) 45 

3 鹿 藤 タ 鹿 藤 縄文(後)

4 牛ケ迫 タ 牛ケ迫 縄文(晩)弥生 石鍍 26 

5 松ケ尾 タ 松ケ尾 縄文(早・則)歴史 目リ平式，打製石斧，土師器 27 

6 黒葛 A ク黒葛 縄文(後)，歴史 土師器 23 

7 黒葛 B ク ィシ 歴史 土師器 24 

8 黒葛 C イシ ィシ 縄文，弥生 25 

9 大 迫 ク 大迫 縄文(晩) 28 

10 いせんぼ 社ケ段 縄文(後・晩)，弥生 磨製石斧 29 

11 ネ士ケ段A タ イシ 縄文(後) 30 

12 若ケ谷A ク ~ヶ谷 弥生 36 

13 若ケ谷B イシ イシ 縄文(中・後) 37 

14 社ヶ谷B イシ 社ケ谷 歴史 土師器 31 

15 縄瀬 A イシ 縄瀬 縄文(晩)歴史 土師器 32 

16 坂之下 。坂之下 縄文 33 

17 縄瀬 B 縄瀬 弥生 34 

18 鍋古墳 ク 鍋 古墳 円墳 35 

19 飯 野 タ飯野 縄文(晩) 38 

20 丸岡 A イシ 丸岡 縄文 39 

21 丸岡 B ク丸岡 弥生 40 

22 牧ノ口 ク 牧ノ口 縄文(晩) 剥片石器 41 

23 葛蒲田 ク 葛蒲田 縄文(早) 石坂式，前平式 44 

24 上ノ原A イシ 上ノ原 縄文，歴史 43 

25 上ノ原B ク 上ノ原 縄文(前，晩) 平梼式 42 

26 中 野 タ 中野 弥生 49 

27 正山王 下 イシ 岩下 50 

28 伊崎回 ク 縄文(中・後) 阿局式，指宿式 48 

29 山ノ口 イシ 馬場迫 縄文(早，前，中・後，晩)，弥生 押指型宿文式 市変来形撚式紋.石，塞斧，ノ神石式皿， 石鍍 47 

30 室太郎 。平・宮田 縄文(削，晩) 51 

31 風八重 ク 風八重 縄文(晩)，弥生 52 

32 土 橋 野井倉土橋 縄文(後)，弥生(中) 銅鉾 65 

33 坪 山 ク坪山 弥生(後)，古墳 石斧 64 
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番号 遺跡名 所在地 時 代 出 土 遺 物 概報番号

縄文(早，後)34 西之迫 伊崎田西之迫 石坂式，吉田式 53 

縄文(後)，歴史35 仮屋頭 野井倉仮屋頭 土師器，鉄j宰 54 

36 仮屋 A イシ 仮屋 縄文(早，後) 前平式 55 

37 向段 A 蓬原向段 歴史 土師器 71 

38 向段 B タ ィシ 縄文(後) 72 

39 仮屋 B 野井倉仮屋 縄文(前，晩)，弥生(別)，歴史 平格式，打製石斧 56 

40 西ノ谷 イシ 西ノ谷 弥生 57 

41 向 原 イシ 向原 縄文(晩)，古墳 打製石斧，円墳(牧ノ内古墳) 58 

42 楠原古墳 蓬原楠原 古墳 円墳 74 

43 市南 原 イシ タ 弥生 73 

44 屋部頭 ク屋部当 弥生 75 

45 天 神 野井倉天神 弥生 人骨， (洞穴) 59 

46 中 )11 ク 中川 縄文(後)歴史 三万田式，土師器 60 

47 出 水 ク 出水 縄文(晩)歴史(室町) 打製石斧，青磁 61 

48 平 尾 ヲシ 平尾 縄文 62 

49 τ仁tヨz キオ ク 吉村 弥生 石鍛，打製石斧 63 

50 馬場地下式論穴 蓬原馬場 古墳(地下式横穴) 人骨，鉄貴1]，槍 77 

51 大園原 ク大園原 弥生(中) 78 

52 蓬 原 ク楠原 縄文(後) 出水式，打製石斧 79 

53 下野井倉 野井倉下野井倉 弥生 66 

54 上高吉 ク 上品吉 縄文(中，晩)，弥生 石皿 67 

55 飯 山 飯山 縄文(中，晩)，弥生 68 

56 片 平 ク 片平 弥生(後)，古墳 石斧 80 

57 片平古墳 イシ イシ 古墳 円墳 81 

※概報番号は『昭和58年度大隅地区埋蔵文化財分布調査概報』の中の遺跡番号である。

山ノ口遺跡 (29) 採集土器(第 2図，第 3図)

1-7は縄文時代早期と思われる。 1は押型文土器。内外面に楕円押型文を施す。 2-5は

貝殻文円筒形土器 2，4は吉田式系 3・5は前式式系と思われる。 6・7は変形撚糸文を

施す。 8-10は縄文時代前期と思われる 8・9は塞ノ神式土器， 10は春日式土器である。 11

-13は縄文時代中期と思われる。太目の凹線文を施すものである。 14-38は縄文時代後期と思

われる。 14-16は凹線文を施し，口縁部に刻みを有するもので岩崎上層式と思われる。 15は『め

んこ』と呼称される土製品である土器片の二次使用で周囲はきれいに面とりがしである。 17-

21は指宿式土器ι思われる。沈線文，貝殻刺突文，刺突文などを施す。 22，23は磨消縄文土器

である。 22は口唇部， 23は口縁下位に磨消縄文を施す。 24，25は大平式に類似したものである。

口縁部が肥厚し，その部分に山形等の沈線文を施す。 26は口縁部に山形を重複させたような沈

線文を施すもので， 24， 25と同系統のものと思われる。 27-33は市来式土器ι思われる。口縁

部が肥厚し断面三角形を呈するもの，口縁下位に突帯状のものを有するもの，口縁部が肥厚し

ないものとに分けられる。口縁部も山形になるものと平坦なものがある。貝殻刺突文，沈線文

ハU1
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第 3章 札元遺跡

第 1節調査の概要

札元遺跡は伊崎田台地の東側に位置し，標高約115-120mの舌状台地のゆるやかな傾斜地に

立地する。縁辺部は深い谷になり安楽川の支流となっている。

今回の確認調査では地形等を考慮して， 2mX5mを基本とするトレンチを 7本設定し，そ

の他，畑地の作物等を考慮して計11本の卜レンチによって確認調査を実施した。

各卜レンチの調査によって遺構こそ検出できなかったが，縄文時代晩期の土器・石器が出土

した。また範囲は第 1-3トレンチを中心とした地域であった。

第 2節層序

I層からE層に分けられた。

I I層 耕作土(下部には大正 3年の桜島降灰がみられる)

日
E層黒褐色有機質土層(黒ニガ)

困層暗黄褐色土層

縄文後期の土器・石器を出土する。

エ」
百層黄褐色パミス層

百 霧島御池起源のパミスに対比できる。

V層黒褐色土層

VI層 黄褐色軟質土層で，通称赤ホヤ，赤ボッコと呼ばれるものである。下

四 部はパミス層になり，鬼界カルデラ起源の幸屋火砕硫に対比できる。幸

屋火砕硫の年代は， 6065-6400年 B.P.が与えられている。

w層黒褐色硬質土層

咽 咽層暗茶褐色粘質土層

E E層黄褐色土層(パミス層)

-16 -
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第 1トレンチ 東側断函

北側断面
H 

V 3杢------~
E 

VI 
122m 

U 

百 w 

西側断面 第 2トレンチ 北側断面

123m 

( 

vm 
-ー一一 一一一一一一一一 区二二一

西側断面 第 6トレンチ 北側断面

123. 11 m 

。 1m 

第 7図札元遺跡土層図

ι I層耕作土

E層黒褐色有機質士層

面層 暗黄褐色土層

町層黄褐色パミス層

V層黒褐色土層

百層黄褐色軟質土層

唖層黒褐色硬質土層

珊層暗茶褐色粘質土層

匝層黄褐色土層(パミス層)

17 



第 4節遺物

(1) 土器

本遺跡の中心は縄文後期の土器で、ある。 42は2卜レンチと 8トレンチ 2層下部より出土した

土器で、口径22cmのの深鉢形土器で、ある。口縁部は若干肥厚し，沈線が一条みられ，外反する。

色調は口褐色で胎土は黒褐色の細砂を使用している。焼成は良い。 43は8トレンチ 2層下に出

土し，口縁部が「く」字状に外反し，肥厚帯が狭い深鉢形土器である。色調は暗茶褐色で胎土

は細砂を使用している。焼成は良い。 44は9トレンチ 2層下に出土し口縁部が丸味をもっ肥厚

帯で口唇部では若干内側に舌帯がみられる深鉢形土器である。色調は暗茶褐色で，胎土は細砂

を使用している。 45は9トレンチ 2層下部深鉢形土器の肩部である。沈線が一条あり，焼成は

良い。胎土は細砂を使用している。 46は1トレンチ 3層上部より出土した土器で肩部に一条の

沈線がみられる。胎土は細砂を使用し，焼成は良い。色調は暗茶褐色である。 47は9トレンチ

2層下部より出土した深鉢形土器で 2条の沈親がある肩部である。色調は暗茶褐色で胎土は細

砂を使用している。焼成は良い。 47・48は1トレンチ 3層上部に出土した深鉢形の土器である。

胎土は細砂を使用し，色調は暗茶褐色を呈す。焼成は良い。 49は8トレンチ 2層下部に出土し

た深鉢形の土器である。色調・胎土は47・48と同じである。 50は深鉢の胴部で 9トレンチ 2層

下部に出土している。色調・胎土は47・48と同じである。 51は8トレンチ 2層下部に出土した

底部である。上げ底で肥土・色調は前と同じである。

C 

47 

42 

4心

に P験llc

G 叩グ

ノ三二二二J1 ふ¥ld
第 8図札元遺跡出土土器

。。
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(2) 石器

石器は磨石と石斧の 2点出土した。磨石は石材に砂岩を使用し 8トレンチ， n層(黒褐色

有機質土層「黒ニカ、、J)より出土し，最大長10.4佃，最大幅9.5cm，厚さ3.8cm，重量680gであ

る。表裏とも研磨痕がみられ.周縁部に敵打による打撃痕がみられる。

石斧は，玄武岩を石材に利用した有肩の局部磨製石斧である。刃部を欠損しているが重量は

52 gである。第 9図の実測図で点描で表わした部分は研磨痕である。基部のみで全体の器形は

不明であるが，肩部の張り出し部は研磨によって刃部を形成している。やはり 8トレンチのE

層下部よりの出土である。

5cm 

第 9図札元 遺跡出土石器
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第 4章 山原遺跡

( 

第 1節調査の概要

山原遺跡は札元遺跡の北方約300mにあり標高約125mの舌状台地北端部に立地する。縁辺部

は深い谷になり，安楽川の支流となっている。山原遺跡は札元遺跡同様，昭和58年度の大隅分

布調査によって確認された。当初は札元遺跡の調査であったが，工事区域内に山原遺跡が含ま

れることを知り遺跡周辺の工事区域内を踏査の結果，縄文時代晩期の遺物が散布していた。そ

こで，大隅耕地事務所，県文化課，町教育委員会は協議を重ね，山原遺跡についても確認調査

を行うこととした。

確認調査は，遺物散布が多くみられた地域を中心に 2mX5mの卜レンチを 3本設定し 1

卜レンチは遺構の検出が考えられたので拡張を行い，杉林の中には 2mX2mのトレンチで確

認を行った。

確認調査の結果，縄文晩期の土器・石器が出土し，また焼土等の遺構も検出された。

遺跡の範囲は，第 1・2トレンチを中心とする地域に多くみられたが，第10図の太線の枠内

が遺跡包含地域と推定される。

第 2節層序

層序は，札元遺跡と同様であるが，遺構・遺物のみられた困層下部で掘り下げをやめた。

I層耕作土

I 

E層黒褐色有機質土層(黒ニガ)

ι 
E 

皿層暗黄褐色土層

縄文晩期の土器・石器を出土する

間
山

百層黄褐色パミス層

御池(霧島)起源のパミスに対比できる。

下位は調査未了の為確認できなかったが，隣接地に地層断面の露呈している

崖面があり参考ながら下位の層位が確認できた。それは，札元遺跡と同様であ

町 |り，次のようになっている。

黒褐色土層・黄褐色軟質土層(赤ホヤ) ・黒褐色硬質土層・暗茶褐色粘質土

層・黄褐色土層(パミス層) ・シラス
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第11図 第 1トレンチ遺物出土状況

第 3節 遺構

第 1トレンチの第困層(婿黄褐色土層)に 3ケ所焼土部が検出された。当初第 1トレンチは

2mX5mの設定であったが， トレンチ中央部で，長軸80咽×短軸70岨の範囲に炭・灰が堆積

している個所が検出された。そのため，北へ 5m，東へ 4mX2m拡張し遺構検出にとりかかっ

た。その結果，約 1m東側にも直径約80CIDの焼土が，また約 4m北側にも直径50CIDの焼土が検

出された。柱穴等の検出はなされず，またそれ以上の掘り下げを行わなかったため遺構の詳細

は不明である。

第2トレンチでは若干のくぼみがみられたが土砿・柱穴等の遺構は検出されなかった。

t三一 !lft~匹ゴー C 
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宝首. . . 
雪
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o 1 m 

第12図 第2トレンチ遺物出土状況と断面図
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第 4節遺物

1 .土器

深鉢形土器 (54-74)

54-74は深鉢形土器である。 54は「く」字形の口頭部である。口縁部は若干肥厚し，頚部で

段が付く。色調は暗茶褐色で器面には条痕がある。胎土は小磯混りで細砂を使用している。焼

成は良い。 55も口縁部で大きく「く」字になる。色調・胎土・器面調整は54と同じである。 56

は頚部から胴部にかけての土器である。肩部で「く」字状に屈接する。胎土・焼成・器面調整

は同じである。 57は口縁部である。 58は頚部から肩部にかけての土器で「く」字に屈接する。

59は口縁部から肩部にかけての土器で頚部と肩部で「くj字状に屈接する。 60・61・62・63・

66・67は肩部で「く」字状に屈接する。 65・68は胴部である。調整および色調・胎土は54と胴

じである。

69-74は底部である。平底で69・70・73・74が張りがみられ， 71・72はない。胎土は小磯と

細砂で色調は茶褐色を呈す。

浅鉢形土器 (75-87)

78-87は浅鉢形土器である。 75-77は黒色研磨土器で口縁部が玉縁断面を呈す土器である。

75は深昧のある口頭部で， 76・77は深昧が少ない。胎土は細砂を使用して，焼成は良い。 78は

口縁内面に一条の沈線を施しているもので胎土・焼成は75・76と同じである 0'79は口縁部は直

線状に呈している。頚肩部は短く屈接している。 80は口縁部で77と同じである。 81は79と同形

と思われる。 82は頚肩部が若干長い。 83は口縁部で79と同形と思われる o 84-86は79と同じ形

態の肩部である。 87は黒色研磨土器である。これらは75と同様な胎土・焼成・色調を呈してい

る。

第 2表土器諸訳

番号 トレンチ 層 備考 番号 トレンチ 層 備考 番号 卜レンチ 属 備考

54 2下 深鉢形土器 67 2 2 深鉢形土器 80 2 ィシ

55 1 2下 。 68 イ少 81 2 タ

56 1 2下 イシ 69 2 浅鉢形土器 82 1 イシ

57 1 2下 ク 70 1 ィク 83 イシ

58 タ 71 タ 84 1 イシ

59 1 2下 イシ 72 2 タ 85 2 イシ

60 1 2下 イシ 73 タ 86 2 ィシ

61 タ 74 ィシ 87 2 ィシ

62 1 2下 タ 75 2 タ

63 I 2下 タ 76 イシ

64 2 2 ィシ 77 2 タ

65 タ 78 1 ぞ少

66 2 ク 79 2 。
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2.石器

山原遺跡出土の石器は総数10点出土した。蔽石 (88・89)，磨石 (90・91)，石斧 (92・93)，

黒曜石剥片である。 88は属平な砂岩の自然石を利用したもので側縁部に敵打痕がみられる。表

面採集の資料で最大長13.9cm，最大幅5.8cm，厚さ1.8cm，重量270gである。研磨はみられない。

89も砂岩の自然礁を利用したもので長軸方向の一端に敵打痕がみられる。 1トレンチE層より

出土し，最大長さ11.Ocm，最大幅7.2cm，厚さ4.5佃，重量620gである。 90は花商岩を石材と

する磨石である。 1トレンチE層下部より出土し，最大長12.6cm，最大幅10.5佃，厚さ5.2cm， 

重量1165gを測る。表裏とも研磨痕がみられ，周縁部には敵打による打撃痕がみられる。 91も

磨石で，砂岩を石材に利用している。 1トレンチ 2層より出土し，重量は230gである。蔽打

による打撃痕がみられる。 92は玄武岩を石材に利用し，刃部は欠損しているが有肩石斧である。

2トレンチH層出土である。第16図の実測図では研磨痕の方向のわかるものはそのままにし，

88 89 

ζミ〉

91 

90 

o 5 cm 

第15図 山原遺跡出土石器(1)
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第16図 山原遺跡出土石器 (2)(石斧)

ι 研磨痕の不明な個所は点描で表わした。刃部が欠損しているため全体の器形は不明であるが肩

部の張り出し部は研磨によって刃部を形成している。 93も玄武岩を利用した石斧である。これ

も刃部が欠損しているが短冊状の石斧と思われる。 2トレンチE層の出土である。現残存最大

長10.3咽，幅6.5咽，厚さ1.7咽，重量154gである。

黒曜石の剥片は lトレンチE層から出土したもので使用痕等はみあたらない。石材は気泡が

多く，大口市日東，鹿児島市三船の原産地と類似するが，根占町長谷にも同様の黒曜石の産地

がある。地域等より長谷の黒曜石と考えられる。
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第 5章 と め牢
4
F

札元遺跡の土器は鹿児島県末吉町の中岳洞穴(1)や，同町の野田後遺跡位)に出土している土器に

比定される。中岳洞穴では中岳H類に属し，口縁部が肥厚したり，蒲鉾状断面を呈する口縁部

をもっ深鉢形土器である O 肩部には沈線や刻目を施している O 底部は上げ底で丸昧をもってい

る。

この土器は口縁部や，肩部の形態からみると時期的には縄文後期，三万田式土器相当ならび

にそれ以降の時期とおもわれ，御領式土器の聞に考えられる。ちなみに，中岳洞穴では西平式

土器と三万田式土器の聞に編年(3)されている。

石器の中には有肩の扇平局部磨製石斧が1点出土している。

山原遺跡の土器は末吉町諏訪方入佐遺跡(4)より出土した土器に類似している。この時期は晩

期前半に比定され，晩期初頭の上加世田式(5)の後に位置されている。

喜重形土器は口縁部が外反し，頚部で段をもちながら「く」字状に屈接するものや，段がなく

屈折するものがある。胴部は稜をもちながら「く」字状に屈接する。底部は平底で若干張り出

しがみられる。

浅鉢形土器は口縁部に玉縁断面をもつものと，もたないものが出土している。とくに玉縁断

面をもたない土器は肩部に於いて短く「く」字状に屈接する器形である O

入佐式土器の特徴としては深鉢では口頚部で段をもち，肩部までの高さが低く，平底をもっ

ている。浅鉢としては口縁部に玉縁断面がなく，肩部が短く「く」字状に屈接する形態が上げ

られる。

入佐式土器は本遺跡以外にも末吉町の箱根遺跡(6)や，中岳洞穴(7) 野田後遺跡(8)等に出土して

おり南九州における晩期前半の土器として注目される。

石器の中には局部磨製の有肩打製石斧が出土している。この石器は肩乎で形態上農耕具の鋤

を連想させる。札元遺跡にも l点出土しており，これらの類例が増すことによって，性格が明

確になると思われ，今後の研究を待ちたい。 o
また土器片の内側に種子痕が圧痕されていた。この種子の種類は不明であるが，籾がらが裏

返しに圧痕された状態にみられる。この種子圧痕は専門家の鑑定が必要であろう。

このように札元・山原遺跡は縄文後・晩期の貴重な遺跡であることが判明した。そこで，大

隅耕地事務所，鹿児島県文化課，有明町教育委員会は協議をかさね，一部設計変更を行い現状

及び盛土等により遺跡を保護することになった。

(引用文献)

註 1 河口貞徳「中岳洞穴」末吉町教育委員会昭55年 育委員会

註 2 弥栄久志・立神次郎「箱根・前畑・真方入口・通 註 5 河口貞徳「上加世田遺跡」加世田市教育委員会

山上川路・野田後遺跡」末吉町教育委員会昭60年 註 6 註 2と同じ

註 3 註 1と同じ 註 7 註 1と同じ

註 4 河口貞徳「入佐住居跡Jr末吉町郷土誌』末吉町教 註8 註 2と同じ
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1. 札元遺跡遠景(北から)
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2.札元遺跡近景(南から)
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山ノ口遺跡採集土器
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1.札元遺跡出土土器
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2.札元遺跡出土土器
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1.第 1卜レンチ焼土部

2.石斧出土状況
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1.山原遺跡出土土器

2. No68土器拡大
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山原遺跡出土土器
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